
提

出

者

金

田

誠

一

平
成
十
三
年
三
月
十
六
日
提
出

質

問

第

四

七

号

「
公
金
」
の
定
義
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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「
公
金
」
の
定
義
に
関
す
る
質
問
主
意
書

報
償
費
の
性
格
に
関
し
て
林
正
和
財
務
省
主
計
局
長
は
、
「
結
局
、
公
金
か
私
金
か
と
い
う
、
公
金
の
定
義
と
い
う
問
題
に

な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
」
（
第
百
五
十
一
回
国
会
衆
議
院
予
算
委
員
会
議
録
第
六
号
十
九
頁
）
と
公
金
の
定
義
の
必
要
性
を
示

唆
す
る
答
弁
を
行
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
以
下
質
問
す
る
。

一

「
公
金
」
の
定
義
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

先
の
政
府
答
弁
で
は
、
報
償
費
は
公
金
で
あ
り
な
が
ら
取
扱
責
任
者
に
資
金
が
交
付
さ
れ
た
段
階
で
会
計
法
上
の
適
用
を

受
け
な
い
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
以
下
の
点
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

報
償
費
以
外
に
も
同
様
に
公
金
で
あ
り
な
が
ら
取
扱
責
任
者
に
資
金
が
交
付
さ
れ
た
段
階
で
会
計
法
上
の
適
用
を
受
け

な
い
公
金
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

取
扱
責
任
者
に
資
金
が
交
付
さ
れ
た
段
階
で
の
報
償
費
が
適
用
を
受
け
る
法
令
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
を
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
。

三

報
償
費
が
公
金
か
ら
完
全
に
私
金
と
な
る
の
は
い
つ
の
段
階
な
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

一



四

公
金
を
個
人
の
銀
行
口
座
等
に
保
管
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
の
か
、
許
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
法
令
上
の
根
拠
を
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

公
金
を
個
人
の
銀
行
口
座
等
に
保
管
す
る
こ
と
で
利
子
が
生
じ
た
場
合
、
そ
の
利
子
の
帰
属
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

右
質
問
す
る
。

二


